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事業所名 グループホーム あかり   

令和 7年度 第 5回 運営推進会議開催報告書 

開催日時 令和 8年 1月 23 日（金） 14：00～15：00 

参 加 者 議   題 

利用者            9 名 

利用者家族          1 名 

市職員             １名          

はたやま地域包括支援センター職員       

１名 

みゆきファーマシー薬剤師  1 名 

柊訪問看護ステーション   1 名 

事業所           3 名 

(1) 入居者状況 

(2) 活動状況（11 月、12 月） 

(3) 今後の予定（1月、2月） 

(4) 苦情・事故・ヒヤリハット報告 

(5) 身体拘束適正化委員会 

(6) ご意見・要望・提案・助言 

 

 

 

 

会    議    録 

事業所の特色 

   あかり理念 「心で通じる共想いケア」 

        私達は感謝の気持ちと相手を思いやる心で、共想いケアを実践します 

認知症の症状をもった入居者様がそれぞれの役割を発揮し共同生活を送ることに 

 よって、安定した生活を送れるように支援することを目的としています。 

  一人ひとりの生活リズムに合わせてその人らしさ、また持っている潜在能力を発揮 

 出来るように努め、共に歩むパートナーとして笑顔あふれる寄り添いのケアを目指し

ています。 

 

（1）入居者状況   

12月 3１日現在 ９名(男性：  ２名、女性： ７ 名) 

要介護１：   １名 要介護２：  ４名 要介護３：  ０名 要介護４：3名 要介護５： １ 名 

平均要介護度    ２．８８ 平均年齢   ８６．６歳  

  

（2）活動状況（11 月、12 月） 

・三浦内科クリニック往診 1 回/月  

11 月 21 日㈮ インフルエンザ予防接種。 

               12 月 19 日㈮ コロナワクチン接種(希望者のみ) 

 

   ・柊訪問看護ステーション 1 回/週(4回訪問/月)(内 1回…訪問リハビリ) 

                   11 月 5 日㈬、12 日㈬、26 日㈬ 

             11 月 21 日㈮ 訪問リハビリ 

12 月 3 日㈬、10 日㈬、24 日㈬ 

             12 月 15 日㈪ 訪問リハビリ 

・青木歯科往診   3 回/月 (内 1 回…歯科衛生士) 

            11 月 6 日㈭、20 日㈭、26 日㈬ 歯科衛生士 

            12 月 4 日㈭、18 日㈭、24 日㈬ 歯科衛生士 

・みゆきファーマシー   1 回/週(居宅療養管理指導…薬のセット管理) 
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・ハート治療院      週１～２回(希望者にマッサージ治療) 

・訪問理美容       12 月 22 日㈪ 

・運営推進会議      11 月 21 日㈮ 

  

      

行事 

   11 月 6 日㈭ お誕生日会 2 名様 

   11 月 16 日㈰ 山口連区防災訓練 

12 月 22 日㈫ クリスマス会  

  

医療機関受診 

  ・11 月 1 件 1 名様       

  ・12 月 2 件 2 名様  

内１名様、12 月 1 日㈪ 陶生病院へ救急搬送。12 月 6 日㈯退院。 

  

 

（3）今後の予定（１月、2月） 

  ・1 月 初詣 

お誕生日会 2 名様  

   

・2月 節分(豆まき) 

    訪問理美容 

     

 

（4）苦情・事故・ヒヤリハット報告 

  ・苦情     0 件 

  ・事故     11 月 5 件 

 

     ・11 月上旬…落薬。 

夕食後、居室入口前に「ベオーパ」1錠が落ちていた。 

           いつの服薬したものか、誰の薬かは該当するものわからず。 

      ・11 月上旬…転倒。 

日中ホールを歩き回っており常に見守りをしていたが、 

           職員が夕食準備をしている時に後ろのソファーに座っていたが、 

           立ち上がり歩いていた。他利用者が座っている前のソファー横に 

          設置してあるタッチアップに右手を添えた所で、 

バランスを崩してしまい、四つん這いの状態になった。 

      ・11 月中旬…尻もち。 

夕食後、歩行介助で居室へ行き、パジャマへ 着替えをし、 

終了後ホールへ戻り、席に着き机に両手を添えて 

椅子に座ろうとした時に両手がすべり、床に尻もちをついた。 

      ・11 月下旬…転倒。 

夕食前の体操をはじめる前に声掛けをして、テレビが見える 
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方向へ椅子を動かし座って頂いた。 

職員が体操を開始する準備をタブレット操作で背中を向けて 

していた一瞬に突然「ガタン」と音がした。 

椅子ごと体が左を下にして、床へ倒れていた。 

      ・11 月下旬…尻もち。 

朝 6時台。Ａトイレへ入り、トイレから出て歩いていた時に 

          「ドン」と音がした。 

洗面台の椅子の前で尻もちをついてしまった。 

           歩行中に足がもつれてしまったと本人さんがおっしゃっていた。 

         

  12 月 0 件 

           

       

 

・ヒヤリハット  11 月 0 件 

12 月 0 件 

     

（5）身体拘束適正化委員会。 

 令和 7年 12 月 スタッフミーティング内で  

身体拘束等の適正化の為の対策を検討する委員会を実施。 

 

・現在身体拘束は行っていない 

 

入居者様への声のかけ方、関わり方について、相手の目、反応を見て小声で、 

笑顔で接するようにと話をした。 

また、職員ミーティング、申し送り時に上記の件を常に伝え、 

毎月振り返りを行なっている。 

 

 

 

 ⑹ご意見・要望・提案・助言 

 

・はたやま地域包括支援センターより 

忙しい中で色々と行事を行なっていると思った。 

ご家族様と参加型の行事があったと以前思ったがまた行なう予定であれば 

すごく素敵だった記憶がある為、是非開催していただければと思った。  

・みゆきファーマシー 薬剤師より 

防災時、訓練の時に、おくすり手帳、マイナンバーカードを持ち出してみること 

も取り組んでいただければと思った。 

二次災害として命にかかわる薬を服用している人もいる。 

薬が分からない、1日から 2日服用せず体調不良に関わる薬を飲んでいる人もいる。 

  災害時に薬がなくて体調不良になってしまうこともある為、気にかけていただけれ 

ばと思った。 
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・柊訪問看護ステーション 看護師より 

 身体抑制について。ベッドを壁に寄せて、柵を 2本設置することも身体抑制になる。 

 どうしても今、申し上げたことをする時は、書面に残しておくこと。 

 身体抑制はどうなのか？と聞かれた時に皆で話しあって抑制の妥当性を考慮しながら 

 やっているという記録があるとよいかと思った。 

 離床マット、離床装置も身体抑制になる。 

 各利用者様で再度確認し、まとめて不明な点は聞いてほしい。 

 

   ・ご家族様より 

   ご家族様との交流会。昨年参加して、他のご家族様とお話しができてよかった。 

今年も開催する予定であれば参加したい。 

   日程が決まれば早めに伝えてほしい。 

  

・市職員より 

  (質問)運営推進会議に地域の人の参加は？ 

  答え→今回は都合により欠席。 

  火災が多いので、火事に気を付けてほしい。 

  防災訓練(11 月市一斉訓練)地域の人と参加したとのことで、よい活動をしていると 

思った。 

 

・リーダーより 

  季節の貼り絵を利用者様と取り組み、行事当日を迎えることはとてもよいことだと 

  思った。 

  火事、地震が多く発生している。発生したらいざとなった時では遅い。 

  もしこうなった時に、どのように動いたらいいか対策を練ることが必要。 

  日中、夜間に発生した時の事を想定し、スタッフに共有し、周知していくことが必

要かと思っている。 

「皆で楽しむ」ということが大事かと改めて思っている。 

皆で事故なく楽しみながら生活していきたい。 

地域の人と連携を取り、交流が今後、できたらと思っている。 

 

・管理者より 

運営指導。法律の問題とやるべきこと。自分たちはやっていたが、 

記録に残していなかった。よい気づきを得るきっかけとなった。 

災害について、発生時にどうすべきかを感じながら動く。 

以前、訓練を行なった時、利用者様で歩ける人と歩けない人が玄関に皆が一斉に 

行ったら大変だった。 

想定した役割分担をしていかないといけないということに痛感した。 

地域の人が大変な時はあかりを避難場所として使用してほしいと 

地域の人へ伝えてある。地域の人が避難場所として使用する際の共有スペース等 

どうすべきか。今後、考えていく必要がある。 

昨年より運営推進会議に町内の組長さんが参加してくださることで、地域の人が 
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あかりがどういう施設か。少しずつ知ってもらえている。 

認知症の人が普通の人だという事も少しずつ、理解されている。 

それを踏まえてどうやっていくか。近所の方は高齢者が多い。 

その中でどのように連携をとっていくか。 

今後、どうあるべきかを模索している。 

その中で三浦内科の先生、柊訪問看護ステーション、みゆきファーマシー薬剤師さん 

  の力を借りながら、あかりで出来ることをしていきたいと思った。 

ご家族様の協力と理解がないと成り立たない、オープンにする。伝えていくことが大

事かと思った。今年は利用者様とご家族様と共に歩んで楽しんでいくことが大事かと

思っている。できることはやってもらい、「みんなで楽しむ」をテーマにしてきた

い。 

利用者様が安心して過ごしていただけるように居心地のいい場所になればよいかと

思った。運営推進会議でやっている事、目指すもの、利用者様がこういう人がいる、

という事を明確にすることが大事かと思った。 

これからも可視化して、明確にして、やるべきことはやってきたいと思う。 

 

※次回開催日時 

      令和 8年 3月 13 日㈮  14 時～ 

 


